
＜2024年度＞

「鉄骨製作管理技術者」

更新講習及び更新書類審査のご案内

 1 .  更新対象者及び更新の内容
2024年度更新対象者及び更新内容は下表の通りです。
更新回数によって内容が異なりますのでご確認ください。なお、この案内書では、更新の区分を

「Ａ～Ｆ」で表示することがあります。

重
　
要

新型コロナウイルス感染防止のため、2022年度までは在宅学習を認めておりましたが、感染症
法上の分類が季節性インフルエンザと同等の「 5 類」に引き下げられたため、通常講習に戻しま
す。また、新型コロナウイルス感染症等の感染者または濃厚接触者になり講習に参加できない方
への別日程の振替え・手数料返還等はありません。
なお、欠席者および修了考査の不合格者（未修了者）は、登録の更新ができませんが、有効期
限が2025年 3 月31日の登録証をお持ちの方は、次年度も更新講習を受けることができます。資格
は 1 年間無効になりますが、次年度に合格すれば更新の登録証が交付されます。

更新回数 更新対象者（登録番号※ 1 ）
初回登録日
（年  /  月  /  日） 更新内容 区分

1 級

1 回目
今年度対象者 第17497号～第 18238号 2020 / 4 / 1

更新講習及び修了考査 A
前年度未更新者 第16827号～第 17496号 2019 / 4 / 1

2 回目
今年度対象者 第14255号～第 14722号 2015 / 4 / 1

更新講習及び修了考査 C
前年度未更新者 第13842号～第 14254号 2014 / 4 / 1

3 回目以上

今年度対象者
第09711号～第 09996号 2005 / 4 / 1

書類審査

E

第11892号～第 12538号 2010 / 4 / 1

前年度未更新者

第00001号～第 01620号 1992 / 4 / 1

第04307号～第 04931号 1995 / 4 / 1

第05690号～第 06689号 1998 / 4 / 1

第07926号～第 08402号 2001 / 4 / 1

第09335号～第 09710号 2004 / 4 / 1

第11354号～第 11891号 2009 / 4 / 1

2 級

1 回目
今年度対象者 第15318号～第 15819号 2020 / 4 / 1

更新講習及び修了考査 B
前年度未更新者 第14917号～第 15317号 2019 / 4 / 1

2 回目
今年度対象者 第13420号～第 13640号 2015 / 4 / 1

更新講習及び修了考査 D
前年度未更新者 第13201号～第 13419号 2014 / 4 / 1

3 回目以上

今年度対象者
第10342号～第 10564号 2005 / 4 / 1

書類審査

F

第11973号～第 12444号 2010 / 4 / 1

前年度未更新者

第00001号～第 02080号 1992 / 4 / 1

第05311号～第 06107号 1995 / 4 / 1

第07006号～第 07860号 1998 / 4 / 1

第08793号～第 09246号 2001 / 4 / 1

第10072号～第 10341号 2004 / 4 / 1

第11563号～第 11972号 2009 / 4 / 1

※　送付書類の宛名欄に登録番号を印字しております。
　　<例>　級種が 1 級で、登録番号が第09999号の者は「109999」と印字されております。
※　 1 級を取得され 2 級の更新不要の方は、案内を破棄ください。なお、1 級 2 級ともに更新することも可能ですが、
　　同一会場・同一日時で 1 級 2 級同時に受講することはできません。

実務経歴書による
書類審査又は
更新講習受講

実務経歴書による
書類審査又は
更新講習受講
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 2 .  更新内容
（1）更新 1 回目 （区分 A、B） と 2 回目 （区分 C、D）：更新講習と修了考査

（a）  講習スケジュール

各会場ともに以下のスケジュールで実施します。

（b）  修了考査　（更新 1 回目；区分 A、B）

テキスト等（当日配布）を使用して講習を行った後、修了考査を行います。

修了考査は、工数計画、日程計画、建築関連法規、鋼材等、製作技術の動向等より出題します。

解答に際しては、テキストを見ることができます。

（c）  修了考査　（更新 2 回目；区分 C、D）

テキスト等（当日配布）を使用して講習を行った後、修了考査を行います。

修了考査は、建築関連法規、鋼材等、製作技術の動向等より出題します。問題には、5 つの

テーマから 1 つを選んで400字以内で記述する小論文が含まれます。解答に際してはテキス

トを見ることができます。

小論文のテーマは後日（受講票発送時）発表致します。

（d）  当日持参するもの

①受講票　②筆記用具　③電卓（携帯、スマホの電卓は使用できません）

（2）更新 3 回目以上 （区分 E、F）：更新書類審査

（a）  更新書類審査の方法

書類審査は、直近の更新登録日から申請日までの鉄骨工事に係る職務経歴を記入した実務

経歴書により行います（職務経歴が 2 年に満たない場合は、諸団体活動等を記入すること）。

なお、更新講習を受講した場合は、更新書類審査合格と判定されます。更新講習を希望す

る場合は、更新書類審査申請書の右上欄の「更新講習会」を選択してください。

 i ）職務経歴

　所属長の在籍証明（署名・捺印）を得てください。申請者が会社の代表者の場合は、本人

が証明してください。

①鋼構造物を製作または検査する企業、事務所等における建築鉄骨の設計・工程管理・品

質管理・検査・施工管理

②建設会社、設計事務所等での鉄骨建築物の設計・施工・工事監理・施工管理

時　　間 内　　　　　容

  9  ：00 ～ 9  ：25 　受付

  9  ：30 ～ 9  ：40 　手続き等の説明

  9  ：40 ～ 12：00 講　　義

　第 1 編　建築関連法規

　第 2 編　鋼材等

　第 3 編　製作技術の動向

12：00 ～ 13：00 　昼休み

13：00 ～ 14：25 講　　義 　第 4 編　製作管理の実務

14：25 ～ 15：10 演　　習 　製作管理の実務（演習）

15：10 ～ 15：20 　休憩

15：20 ～ 16：30 修了考査 　解答時間60分
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③官公庁における建築行政、営繕

④大学、研究所等における建築に関する研究・教育等

 ii ）諸団体活動等（職務経歴が 2 年間に満たない場合のみ記入のこと）

活動を証明する資料を添付してください。

①鉄骨製作に関連する講演会、研修会の講師、委員会の委員、及び指導者等の指導経歴

②鉄骨に関連する特許等の技術開発、各種論文発表、各受賞歴等

（b）更新書類審査の判定

次のいずれかに該当すると認められた場合、合格と判定されます。

　 ・ 鉄骨工事に係る職務経歴の期間（直近の更新登録日から申請日まで）が 2 年間以上ある。

　 ・ 前記の期間が 2 年間に満たない場合、諸団体活動等が不足期間を補える活動等である。

　 ・ 今年度開催の更新講習会の講義（午前の部）を受けた場合。

①に該当する諸団体活動等

 ・学協会主催の講演会、研修会等の講師
 ・学協会各種委員会の委員（在任 1 年間以上）
 ・都道府県及び学協会が委嘱する各種技術アドバイザーとしての技術指導

②に該当する諸団体活動等

 ・発明、特許・実用新案等の登録※

 ・学協会審査付論文報告集著者※

 ・学協会大会学術講演発表者（共著者を含む）
 ・学協会編纂の設計・施工・検査等の基規準の執筆担当（改訂版を含む） ※

 ・鉄骨構造関連記事の投稿
　　鉄構技術／建築技術／学協会機関誌

 ・学協会賞受賞※

注 1 　学協会は、日本建築学会、日本鋼構造協会、日本建築構造技術者協会、溶接学
会、日本溶接協会、AW 検定協会、日本鉄鋼協会、指定性能評価機関、鉄骨建設
業協会、全国鐵構工業協会をいい、支部等を含む。

注 2 　※印は、書類審査の対象期間（直近の更新登録日から申請日まで）を問わない。
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 3 .  更新講習会の日程・会場

開催地 講習日
更新 1 回目 更新 2 回目

更新 3 回以上
書類審査

受講選択の方 会　　　　場　　　　名
1 級
（A）

2 級
（B）

1 級
（C）

2 級
（D）

1 級
（E）

2 級
（F）

札　幌  7 月12日 （金） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
札幌国際ビル貸会議室
北海道札幌市中央区北 4 条西 4-1
TEL 011-241-9020

仙　台

 7 月23日 （火） ◯ ◯ － － － －
ハーネル仙台
宮城県仙台市青葉区本町 2-12-7
TEL 022-222-1121

 7 月24日 （水） － － ◯ ◯ ◯ ◯

東　京

 8 月20日 （火） ◯ － － － ◯ ◯

品川フロントビル会議室
東京都港区港南 2-3-13

品川フロントビル B1
TEL 03-5463-9957

 8 月21日 （水） ◯ － － － ◯ ◯

 8 月22日 （木） － ◯ － － ◯ ◯

 8 月23日 （金） － － ◯ ◯ － －

金　沢  8 月 6 日 （火） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
石川県建設総合センター （石川県建設業協会）
石川県金沢市弥生 2-1-23
TEL 076-242-1161

名古屋

 8 月 1 日 （木） ◯ － － ◯ － －
フジコミュニティセンター
愛知県名古屋市中村区黄金通 1-18
TEL 052-481-5541

 8 月 2 日 （金） － ◯ ◯ － ◯ ◯

大　阪

 7 月18日 （木） ◯ ◯ － － － －
天満研修センター
大阪市北区錦町 2-21
TEL 06-6354-1927 （代）

 7 月19日 （金） － － ◯ ◯ ◯ ◯

広　島  7 月26日 （金） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
広島県 JA ビル
広島県広島市中区大手町 4-7-3
TEL 082-244-5360

宇多津  7 月30日 （火） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
ホテルアネシス瀬戸大橋
香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁 81-1
TEL 0877-49-2311

福　岡  7 月 3 日 （水） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
福岡商工会議所
福岡県福岡市博多区博多駅前 2-9-28
TEL 092-441-1110 （代）

・先着順とし、定員数オーバーした場合は希望受講日・希望地を変更いただく場合がございます。
・「－」印は受講できません。
・会場地図は、受講票と一緒にお送りします。
・ 1 級を取得され 2 級の更新不要の方は、案内を破棄ください。なお、1 級 2 級ともに更新することも可能ですが、
　同一会場・同一日時で 1 級 2 級同時に受講することはできません。
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 4 .  手数料

  ※  適格請求書の取り扱いについて（当センター登録番号：T8-0100-0502-9357）
・手数料について、領収書の発行は致しておりません。試験・講習会等の案内と払込受領証をセッ

トで保存することで、適格請求書の要件を満たすことになります。

 5 .  受講地の変更、手数料返還について
・ 受講地の変更はできません。但し、自然災害で受講できなかった方は、事務局へ連絡ください。
・ 申込書又は貼付書類の不備で受講できない場合、振込手数料（実費）を差し引いて返還いたします。
・主催者の責任により、更新講習を受講できない場合、全額返還いたします。

・自然災害以外の受講キャンセルは、返還いたしません。

・未修了（不合格）の場合は登録料（税込6,600円）は返還いたします。

 6 .  申込先及び申込期限

 7 .  更新講習の修了結果発表・登録証の発送について
修了者 （合格） には、2024年12月に登録証の発送をもって結果発表に代えさせていただきます。

未修了者 （不合格） には、別途通知致します。

手数料 （消費税込み） 払　　　込　　　先

■更新講習及び修了考査 税込 26,400円
口座番号　00140－4－588230
口座名義　鉄骨技術者教育センター 管理 更新講習口更新 1 回目と 2 回目

（区分A・B・C・D）
（内訳　受講料18,000円・登録料

6,000円＋消費税10％ 2,400円）

■更新書類審査
（実務経歴書による書類審査
又は更新講習受講）

税込 12,100円
口座番号　00180－5－604347
口座名義　鉄骨技術者教育センター 管理 書類審査口

更新 3 回目以上
（区分E・F）

（内訳　書類審査料5,000円・登録
料6,000円＋消費税10％ 1,100円）

・手数料は 1 級、2 級とも同額です。
・手数料には、登録料が含まれます。
・更新 3 回目以上の方は更新講習会受講を選択した場合でも手数料は同額です。

新型コロナウイルス感染症等に感染または濃厚接触者になり、講習会に参加できない方への

別日程の振替え・手数料返還等はありません。

有効期限が2025年 3 月31日の登録証をお持ちの方は、次年度も更新講習を受けることができ
ます。資格は 1 年間無効になりますが、次年度に合格すれば更新の登録証が交付されます。

申　　　　　込　　　　　先 申　込　期　限

一般社団法人 鉄骨技術者教育センター

〒103－0026　東京都中央区日本橋兜町 21－7　HF日本橋兜町ビルディング
管理技術者専用TEL　03－6661－1040　FAX　03－3667－6960

2024年

5 月 2 日 （木）

必　着
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一般社団法人 鉄骨技術者教育センター

〒103−0026 東京都中央区日本橋兜町21番 7 号　HF日本橋兜町ビルディング

 管理技術者専用TEL　03-6661-1040　FAX　03-3667-6960

 8 .  提出書類とその記入方法等
（1）更新 1 回目 （区分 A、B） と 2 回目 （区分 C、D） の方
下記①～②を提出してください。

① 更新講習受講申込書 兼 登録申請書
　 ・ 写真 2 枚（30×25 mm）を貼付してください。（最近 6 ヶ月以内撮影のもの）
　 ・ 登録内容に相違がないことを確認してください。
 相違がある場合には、下の訂正欄に相違箇所を記入してください。

　 ・ 受講希望地と受講希望日を「3. 更新講習会の日程・会場」から 1 日だけ選んで記入してください。
　 ・ 受付は先着順とし、定員を超えた場合は受講地・受講日を変更させていただくことがあるの

で、ご了承ください。

② 払込受付証明書（更新口）
　 ・ 同封の払込用紙を用いて、郵便局に必ず個人別に払込みください。
　 ・ 「郵便振替払込受付証明書（お客様用）」（コピー可）を受講申込書の裏面に貼付してください。
　 ・ 払込金受領証は、受講者の控えとなります。

（2）更新 3 回目以上 （区分 E、F） の方
下記①～③を提出してください。

① 更新書類審査申請書
　 ・表面上段の氏名等記入欄（太枠内）を記入してください。
　 ・実務経歴書による書類審査を受ける方は 「Ⅰ. 書類審査」、更新講習の受講を希望する方は
「Ⅱ. 更新講習会」 に◯印を付してください。

【Ⅰ. 書類審査を選択した方】　 表面
　 ・実務経歴書の「1. 職務経歴記入欄」に前回登録日から申請日までの職務経歴を記入してください。
　 ・記入された職務経歴を証明するため、申請者の所属長から記入・捺印を得てください。申請
者本人が証明することはできません。（本案内 p. 2 参照）

　 ・職務経歴が 2 年に満たない場合は、「2. 諸団体活動等記入欄」を記入してください。

【Ⅱ. 更新講習会を選択した方】　 裏面
　 ・ 写真 2 枚（30×25mm）を貼付してください。（最近 6 ヶ月以内撮影のもの）
　 ・ 受講希望地と受講希望日を「3. 更新講習会の日程・会場」から 1 日だけ選んで記入してください。
　 ・ 受付は先着順とし、定員を超えた場合は受講地・受講日を変更させていただくことがあるの

で、ご了承ください。

② 払込受付証明書（書類審査口）
前記、「（1）更新 1 回目と 2 回目の方」の②と同様。

③ 更新登録申請書

＜個人情報の取扱いについて＞

受講者の登録内容等の個人情報については、当センターは責任をもって管理し、更新の実施のため

だけに使用いたします。
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